はじめに
　平成十四年度より小・中学校に「総合的な学習の時間」が正式に導入される。なぜ今このような総合的学習が必要なのであろうか。第一は、これまでの「知識の伝達を中心とした授業」から子どもの興味・関心等に基づく「内面からの学びを重要視した授業」への転換、すなわち「教科書に沿った一斉学習」から一人ひとりの子どもが「学ぶ意味を実感できる学習」へと授業を変革する必要のある時代がやってきたということである。第二は、「学び中心の教育」から「創りを重要視した教育」への時代が到来したということである。教科書から学び、教師から学び、先輩や両親から学ぶという態度は日本の社会や学校では高く評価されてきた。しかし現在すでにその渦中にある高度情報化社会では常に変革が要求されるので、過去からの学びのみでは生き生きとした生おくれない。学びを基礎としつつも、創り（創造）の資質を育てない限り、子どもは学校の中だけの優等生に終わる危険がある。第三は、子どもの心の成長や社会的資質の発達に関連している。現在の学校は、程度の差こそあれ、構内暴力、非行、いじめ、登校拒否、さらに進んでは学級崩壊という病理的な現象を抱えている。
  このような中で、子どもの「生きる力」を伸ばすにはどうしたらいいだろう。それには、「生きる力」を明確に定義し、それを伸ばし、測定し、さらに評価するというプロセスを省略することはできない。もしこのプロセスを省いてなおざりな教育実践を続けると、戦後の「這い回る経験主義」を繰り返すことになる。本書は創り（創造）を中心に据えて、創造力を伸ばす各種の技法を縦糸に、生きる力の測定と評価を横糸に織り込んで総合的学習の新たな展開法を提唱したものである。優れた教育実践に役立つことを願っている。
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